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依頼に対しては、指令や命令に対する場合とは違い、断ることも一つの適切な応答

となる。もちろん単に断ることを明らかにするだけでは礼儀に反するし、そもそも相

手の意に沿えないことを申し訳ないと思う自然な感情も働くから、依頼を断る際には、

引き受けられない事情を説明したり、「済みません」と謝ったりさえもすることが多い

が、それでも依頼に対しては、引き受けることだけでなく断ることも、許容される応

答であることにかわりはない。 
これに対して、指令や命令の場合にも、指令ないし命令されたことを実行できない

事情を説明して断ることが可能だという異論があるかもしれないが、そのような事情

の説明は、指令や命令を断ることとして捉えるよりも、指令や命令の取り下げ（多く

のものに対する命令の場合には、自分への適用除外）を求めることとして捉える方が

適切である。指令や命令に従うこと拒むことは可能だが、それは許容される応答には

属さない。依頼を強制力の弱い命令とみなすような分析は、依頼行為と命令行為の間

にある違いを適切に捉えるものとは言い難い。依頼と命令の間にあるのは、程度の差

ではなく質の違いである。 
とはいえ何かを依頼された場合には、それを無視しようというのでない限り、引き

受けるか断るかを選択し、応答しなければならなくなることも事実である（もちろん

依頼されたことがその場で実行できることならば、引き受けることを表明するかわり

に、ただちに実行することも適切な応答の一つであるが、本発表では取り上げない）。

本発表では、指令行為と約束行為を分析した Yamada (2008a)の動的義務論理を拡張

し、認識様相を取り入れることにより、このような依頼行為の効果を特徴づけること

を試みたい。この動的義務・認識論理においては、次の 
 
[REQ(a, b)φ]ψ 
 

により、a が b にφを成り立たせることを依頼した後ではψが成り立つということを

表現する。このψの位置にくる式により依頼の効果を捉えることを目指す。そのため

に Yamada (2008a)で導入した義務の担い手 i、義務が負われる相手 j、義務の創出者 k
の三重対の集合によって指標づけられた義務様相 O(i, j, k) と、認識論理で使われる認識

者 i の集合によって指標づけられた認識様相 Kiを使う。O(i, j, k)φで「φを成り立たせ

ることが k の名による j に対する i の義務である」を表し、Kiφで「i はφということ

を知っている」を表す。本発表が第一近似として提案するのは、 



  

 
[REQ(a, b)φ] O(b, a, a)(KaO(b, a, b)φ∨Ka￢O(b, a, b)φ) 

 
という分析である。すなわち a が b にφを成り立たせるように依頼した後では、φを

成り立たせることが b の名による a に対する b の義務であることを a が知るか、ある

いはφを成り立たせることが b の名による a に対する b の義務ではないことを a が知

るということを成り立たせることが、a の名による a に対する b の義務であるという

分析である。O(b, a, b)φはφを成り立たせることへの b の a に対するコミットメントを

表す。したがって上の式は、a が b にφを成り立たせてくれるように依頼した後では、

φを成り立たせることに b がコミットするならすると a に知らせ、しないならしない

と a に知らせることが、a の名による a に対する b の義務になるということを意味す

る。これほど押しつけがましい行為だからこそ、婉曲な依頼が工夫されるのである。 
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